




















































































































































遺跡見学会報告       
         宮崎浩輔（学部3年） 
次の奈良時代は、この遺跡のもっとも繁栄した時代の一
つであろうと考えられる。Ａ区から見つかっている掘立柱
建物は東西4.5ｍ、南北9ｍと大型である。その柱穴は一辺
1ｍの方形で、深さ60cmである。また、柱穴の一つからは
墨書土器が出土した。この建物の東西両脇には幅70cm、深
さ40cmの溝が西側の溝の中からは厚さ約15cmの炭層が見
つかっている。炭層中からは焼土や土器の破片が多く出土
している。また、同建物の内側と西側にも一面に炭と土器
が広がる浅いピットが見つかり、火を用いた祭祀跡と考え
られている。この大型掘立柱建物の周辺には４棟以上の掘
立柱建物も見つかっているが、検出状況から同時期のもの
ではないと思われる。以上はA区に見られる遺構だが、他
の区画に目を転じると、B区北辺では溝に囲まれた掘立柱
建物が、C区の南西隅では大型の柱穴がそれぞれ見つかっ
ている。そのため、この遺跡における奈良時代の集落は北
東から南西にかけて帯状に分布していたと考えられる。 
 
 12月4日、3限・4限の考古学実習の一環として、考古
学研究室の教官4名、学生23名での遺跡見学に出かけた。
寒風吹きすさぶ中、見学途中にはあいにくの雨となったが、
そんな天気の中で案内してくださった庄田さん、小西さん
をはじめ市の文化財保護課や埋蔵文化財センターの方々に、
この場を借りて感謝します。 続く鎌倉・室町時代に関する遺物としては、13～15世紀
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